
施 政 方 針

施政方針
令和５年 第２回 人吉市議会定例会

みんなが幸せを感じるまち。ずっと住み続けたいまち。

豪
雨
災
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興

１
　

令
和
５
年
３
月
市
議
会
で
、
松

岡
市
長
が
述
べ
た
施
政
方
針
の
主

な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
施

政
方
針
と
は
、
市
政
運
営
に
対
す

る
市
長
の
考
え
や
主
要
な
施
策
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

※
広
報
ひ
と
よ
し
掲
載
用
に
表
現

を
変
更
し
て
い
ま
す
。

た
詰
所
の
復
旧
に
加
え
、
積
載
車

両
や
小
型
ポ
ン
プ
の
修
繕
、
再
取

得
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

青
井
地
区
と
中
心
市
街
地
地
区
の

復
興
ま
ち
づ
く
り
進
む

　

青
井
地
区
、
中
心
市
街
地
地
区

の
被
災
市
街
地
復
興
推
進
地
域
で

の
事
業
の
進し
ん
ち
ょ
く捗状
況
で
す
が
、
青

井
地
区
で
は
、
事
業
主
体
で
あ
る

熊
本
県
に
対
し
、
２
月
７
日
に
土

地
区
画
整
理
事
業
に
係
る
事
業
計

画
に
つ
い
て
国
か
ら
の
認
可
が
下

り
、
２
月
21
日
に
事
業
計
画
決
定

の
公
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

決
定
に
よ
り
、
令
和
５
年
度
は
熊

本
県
と
連
携
し
工
事
着
手
に
向
け

て
詳
細
な
測
量
や
設
計
を
進
め
る

と
と
も
に
、
換
地
設
計
と
そ
の
後

の
仮
換
地
の
指
定
の
開
始
に
向
け

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
並
行

し
て
、
県
で
は
、
建
物
調
査
が
必

要
と
な
る
権
利
者
に
つ
い
て
、
建

物
の
調
査
・
補
償
費
を
算
定
し
、

市
で
も
、
土
地
区
画
整
理
区
域
外

で
実
施
す
る
避
難
路
整
備
に
必
要

と
な
る
用
地
測
量
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

中
心
市
街
地
地
区
で
は
、
１
月

21
日
に
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、

紺
屋
町
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区

画
整
理
事
業
に
係
る
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
山
田
川
の
河
↖

川
整
備
や
宅
地
の
か
さ
上
げ
な
ど

に
対
し
て
意
見
を
頂
い
て
い
て
、

事
業
計
画
（
案
）
の
縦
覧
、
意
見

書
の
提
出
と
い
っ
た
手
続
き
を
経

て
、
現
在
、
事
業
計
画
の
認
可
に

向
け
た
申
請
手
続
き
を
進
め
て
い

ま
す
。

避
難
路
整
備
で

災
害
に
負
け
な
い
ま
ち
へ　

　

避
難
路
整
備
関
係
で
す
が
、
早

く
確
実
に
避
難
す
る
た
め
の
路
線

の
整
備
は
、
復
興
事
業
の
重
要
課

題
で
あ
り
、「
災
害
に
負
け
な
い

ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
く

た
め
に
も
、
早
急
に
取
り
掛
か
ら

ね
ば
な
ら
な
い
施
策
で
す
。
１
月

下
旬
か
ら
地
区
ご
と
に
避
難
路
整

備
計
画
の
説
明
会
を
開
催
し
て
い

て
、
各
会
場
で
頂
い
た
意
見
も
参

考
に
、
事
業
化
路
線
の
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

命
と
環
境
を
守
る
緑
の
流
域
治
水

　

球
磨
川
流
域
治
水
対
策
関
係
で

す
が
、
令
和
２
年
11
月
19
日
に
蒲

島
熊
本
県
知
事
が
「
命
と
環
境
を

守
る
『
流
域
治
水
』
を
進
め
、
そ

の
一
つ
と
し
て
新
た
な
流
水
型
の

ダ
ム
を
国
に
求
め
る
」
こ
と
を
表

明
さ
れ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、「
新

た
な
流
水
型
の
ダ
ム
が
球
磨
川
流

域
の
安
全
・
安
心
を
最
大
化
す
る

も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
球
磨
川

の
環
境
に
極
限
ま
で
配
慮
し
、
清

流
を
守
る
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ

る
」
と
の
考
え
か
ら
、
客
観
的
で

科
学
的
な
環
境
影
響
評
価
を
国
に

求
め
ら
れ
ま
し
た
。
球
磨
川
流
域

の
治
水
安
全
度
の
向
上
の
た
め
、

早
期
完
成
を
期
待
し
ま
す
。

　

球
磨
川
水
系
河
川
整
備
計
画
の

基
本
理
念
で
あ
る
「
緑
の
流
域
治

水
」
に
よ
る
、
球
磨
川
流
域
で
の

「
命
と
環
境
の
両
立
」、「
令
和
２

年
７
月
豪
雨
か
ら
の
復
旧
と
創
造

的
復
興
」、「
持
続
可
能
な
発
展
」

の
実
現
に
向
け
、
国
、
県
、
関
係

機
関
と
協
働
し
、
そ
し
て
な
に
よ

り
も
、
市
民
を
は
じ
め
球
磨
川
流

域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ま
と
共

に
、
治
水
安
全
度
の
向
上
の
た
め

の
取
り
組
み
に
尽
力
し
て
い
き
ま

す
。

か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
よ
る

水
辺
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

球
磨
川
を
生
か
し
た
ま
ち
の
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
か
わ
ま
ち
づ
く

り
」
関
係
で
す
が
、
本
市
の
か
わ

ま
ち
づ
く
り
計
画
は
令
和
２
年
３

月
に
国
土
交
通
省
か
ら
認
定
登
録

を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
直
後
に

発
生
し
た
豪
雨
災
害
に
よ
り
計
画

自
体
の
見
直
し
を
行
う
必
要
が
出

て
き
た
こ
と
か
ら
、
変
更
登
録
に

向
け
た
協
議
を
昨
年
11
月
か
ら
再

開
し
ま
し
た
。
同
計
画
は
令
和
６

年
度
中
の
変
更
登
録
を
予
定
し
て

い
て
、
今
後
も
か
わ
と
ま
ち
が
一

体
と
な
っ
た
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｓ
Ｌ
人
吉
の
保
存
・
展
示
実
現
に

向
け
て

　

Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
関
係
で
す
が
、
肥

薩
線
の
復
旧
は
、
今
後
の
地
域
を

支
え
観
光
需
要
の
喚
起
を
図
る
た

め
、
そ
の
重
要
性
や
価
値
は
ま
す

ま
す
高
ま
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
Ｊ
Ｒ
九
州

へ
の
継
続
的
な
要
望
活
動
に
加

え
、
令
和
４
年
３
月
に
は
肥
薩
線

復
旧
を
願
う
ア
ピ
ー
ル
集
会
を
開

豪
雨
災
害
の
経
験
踏
ま
え

防
災
対
策
を
見
直
し

　

豪
雨
災
害
で
の
経
験
を
踏
ま

え
、
大
規
模
災
害
な
ど
有
事
の
防

災
体
制
の
見
直
し
に
着
手
し
ま
し

た
。
早
期
避
難
を
促
す
手
段
と
し

て
、
防
災
ラ
ジ
オ
や
想
定
最
大
規

模
の
浸
水
想
定
区
域
図
を
全
世
帯

に
配
布
。
ま
た
、
緊
急
時
の
警
報

サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
や
、
実
績
浸
水

深
の
標
識
設
置
、
河
川
・
気
象
・

避
難
な
ど
の
防
災
・
災
害
情
報
を

集
約
し
た
防
災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
構
築
、
そ
し
て
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
市
公
式
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
を

活
用
し
、
情
報
伝
達
手
段
の
多
重

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
の
一
環
と

し
て
、
水
の
手
橋
に
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
防
災
ア
ラ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
ま
し
た
。

　

被
災
し
た
指
定
避
難
所
に
つ
い

て
は
、
西
瀬
コ
ミ
セ
ン
を
西
瀬
小

に
変
更
す
る
な
ど
見
直
し
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
避
難
所
施
設
に

つ
い
て
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

や
備
蓄
倉
庫
の
設
置
、
市
内
全
小

中
学
校
体
育
館
へ
空
調
設
備
の
整

備
な
ど
を
行
い
、
避
難
所
運
営
で

は
、
ス
ム
ー
ズ
な
受
け
付
け
が
可

能
と
な
る
よ
う
デ
ジ
タ
ル
避
難
所

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、

簡
易
ベ
ッ
ド
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
テ

ン
ト
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

地
域
防
災
力
の
向
上
へ

　

地
域
の
防
災
力
の
強
化
策
と
し

て
は
、
自
主
防
災
組
織
の
再
構
築

や
、
地
区
防
災
計
画
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
、
マ
イ
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
の
策
定
支
援
に
加
え
、

防
災
の
専
門
知
識
を
持
つ
地
域
防

災
官
を
新
た
に
任
命
し
、
町
内
や

事
業
所
の
出
前
講
座
、
自
主
避
難

訓
練
な
ど
の
場
で
、
地
域
の
皆
さ

ま
へ
の
防
災
啓
発
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
内
全

域
を
対
象
に
、
水
災
補
償
が
付
い

た
火
災
保
険
な
ど
に
加
入
さ
れ
た

場
合
に
保
険
料
の
一
部
を
助
成
す

る
制
度
を
創
設
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
も
、
被
災
し

催
し
、
沿
線
の
各
団
体
や
住
民
の

皆
さ
ま
と
共
に
そ
の
思
い
を
強
く

共
有
し
て
き
ま
し
た
。
同
じ
く
令

和
４
年
３
月
に
、
国
、
熊
本
県
、

Ｊ
Ｒ
九
州
の
三
者
で
設
立
さ
れ
た

「
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
検
討
会
議
」
で
も
、

鉄
道
で
の
復
旧
を
検
討
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
、
現
在
、
鉄
道
を
軸

と
し
た
地
域
振
興
・
活
性
化
に
取

り
組
む
た
め
の
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
・

利
活
用
策
の
策
定
に
向
け
た
調

査
・
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
４
月
に
熊
本
県
や
本
市

を
含
む
関
係
自
治
体
で
設
立
し
た

「
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
再
生
協
議
会
」
で

は
、
復
旧
に
向
け
た
方
策
の
検
討

住民説明会を開催しながら進める復興まちづくり

豪雨災害前のＳＬ人吉。いつの日か人吉に里帰りすることを願う

や
今
後
の
利
活
用
促
進
策
な
ど
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
鉄
道
フ
ァ
ン

を
は
じ
め
多
く
の
人
々
を
魅
了
し

て
き
た
Ｓ
Ｌ
人
吉
が
、
令
和
６
年

３
月
で
引
退
す
る
こ
と
が
Ｊ
Ｒ
九

州
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
引

退
後
は
、
ぜ
ひ
人
吉
で
の
保
存
、

展
示
を
望
む
と
い
っ
た
声
や
要
望

を
多
数
頂
い
て
い
て
、
私
も
ま

た
、
最
後
は
人
吉
を
終
着
駅
に
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
を
強

く
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市

で
の
保
存
、展
示
の
実
現
に
向
け
、

Ｊ
Ｒ
九
州
や
関
係
機
関
と
粘
り
強

く
協
議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。
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